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4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

本研究は近代から戦後京都における「京町家の暮らし」と「都市整備」に関する資料を収集し、戦後京都の記

憶と合わせてアーカイブするものである。京町家の保全策は多岐にわたり実施されているが、文化財的、景観

的な側面での取り組みが多く、京町家の中で育まれてきた伝統的な「京町家の暮らし」の保全・継承について

は、個々の家に委ねられていることで具体的な支援策が十分に検討されずにいる。また、その「暮らし」は近代

以降の「都市整備」による電気、ガス、上下水道など整備の影響を大きく受けていると考えられるが、「京町家の

暮らし」と「都市整備」の相互の関係はあまり論じられていない。 

そこで、本研究では、近代からの「都市整備」による都市生活の変化が「京町家の暮らし」にどのように影響を

与えたかを検討するため、「暮らし」と「都市整備」に関する資料収集と整理を進めつつ、関係する住民（高齢

者）への聞き取りを通して記憶を収集、蓄積する場を構築する。蓄積された資料と記憶を GIS（地理情報、古地

図）上でデジタルに共有化することで、地域の歴史を学習する場となり、京都のまちづくりやコミュニティの形成

の一助となると考えられる。 

立命館大学アート・リサーチセンター 

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「日本文化資源デジタル・アーカイブ研究拠点」 

2017年度 共同研究成果報告書 〔研究費配分型〕 



（様式） 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

本研究は近代から戦後京都における「京町家の暮らし」と「都市整備」に関する資料を収集し、戦後京都の記
憶と合わせてアーカイブするものである。「京町家の暮らし」においては、下京区に立地する大型町家でも
ともと雑穀商を営んでいた「N 家」をケーススタディとし、所有者へのヒアリングを実施し、所蔵され
た 100 点もの古文書（近代を含む）の整理を進めるとともに、随時、釈文を実施した。 
「都市整備」に関する資料については、京都の都市整備の中で、社会的、景観的な影響が大きかった

と考えられる京都市電の敷設に関連し、申請者らと立命館大学アート・リサーチセンターが構築し、既
に公開されている「京都の鉄道･バス 写真データベース」の充実を図った。また、最も手間と時間のか
かる古写真の位置同定に関しては、クラウドソーシングの活用を検討するとともに、京都市交通局の協
力を得て展示会を実施した。さらに、本アーカイブを活用した「メモリーハンティングアプリ」の京都
版「KYOTO メモリーグラフ（プロトタイプ）」を国立情報学研究所北本朝展准教授の協力のもと開発し、
その試行実験を実施した。 
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